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【ものづくり 人づくり 地域づくり】 2013 総代会特集

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2013 年度活動テーマ

さあ、 いよいよ本格的に

 くらし見直し ・ 総点検COOP-JOSO News Letter 発行 /副理事長 大石
tel 050-5511-3926

はじめよう！暮らし見直し　総点検

みんなの協同で暮らしを建て直す生協へ。

心の動力で社会変革。
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午後からの生産者交流会の様子。 とてもにぎやかでした。

【品質・品温管理強化月間推進中】（4ページ）

お留守でも、しっかり温度管理してお届けします。

安心して冷蔵・冷凍品をご注文ください。

6/15 第 40 回通常総代会
　　　　　　全議案可決承認

総会終了後、 みんなで 「ガンバロウ」 三唱！

常総生協では毎年 6 月からの夏季、 「品質 ・ 品温

管理強化月間」 を実施しています。

現在、約 6 割は留守班ですが、仕事や外出から帰っ

て来た時に品温がしっかり保てているように、 ドライ

アイスの量を増やすなど対応しています。

この夏も安心して、 冷蔵 ・冷凍品をご注文ください。
箱内の温度を測るデジタル温度
計 （上） と調査中の商品部職員。
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　　　　　　　　　【新役員の抱負・所信】
　　　　　　藤田　健（新任）

　　　　　　原発事故で失われた私たちの暮ら
　　　　　　しを、今一度「協同」の精神で取
　　　　　　り戻す役割を担いたいと考えます。
まずは食の安全と地域のつながりを大切にする
常総生協の伝統を受け継ぎながら、骨太の職員
集団を構築し、事業業績の回復に努めます。微
力ですが、全力で取り組んでいきます。

【特集　総代会（1）】　今週は議決事項（2 ページ下）と写真で総代会・交流会の様子をお伝えします。

震災・原発事故から 2年。力を合わせて頑張りました。

　 　 　

　　 　　 　

　　　 　

　 　 　

議長をつとめてくださった小西さんと内田さん議長をつとめてくださった小西さんと内田さん

村井理事長あいさつ
総代選挙管理員をつとめて頂いた久保さん、 津田さん

総代の石川さん。 綿の里交流総代の石川さん。 綿の里交流

について報告。について報告。

総代の佐藤さん。 子どもの健総代の佐藤さん。 子どもの健

康調査を求める行動の報告。康調査を求める行動の報告。

総代の板子さん。 手作りチラシ総代の板子さん。 手作りチラシ

の完成ご報告とちらし配布の呼の完成ご報告とちらし配布の呼

びかけをしていただきました。びかけをしていただきました。

前総代を代表して中川さん （左） からのエールと、 今

期総代を代表して山崎さんの所信表明。

総会の 「しめ」 に、 今年度も元気に頑張る

景気付けに恒例の 「ガンバロウ三唱」 ！

会場のお花の多くは組合員のお庭から。

また前日から活けて下さいました。

　　　　　　　　　　　　　　【総代会議決結果】
（日　時） 2013 年 6 月 15 日　9 ： 30　～　12 ： 30　（場　所） レイクサイドつくば （つくば市下岩崎）

（出　席） 有効総代出席数　95 名 （本人出席 49 名、 書面出席 46 名）

（議　長）　内田ちひろ、 小西恵子 （※議長は採決に加わらず）

（議事録署名人）　原田仁美、 岸令子

【第 1 号議案】 2012 年度活動報告 ・ 決算報告承認の件　可決承認 （賛成 92　反対 0）

【第 2 号議案】 2013 年度活動方針 ・ 予算案承認の件　　　可決承認 （賛成 93　反対 0）

【第 3 号議案】 役員補充の件　（拍手で承認）

【第 4 号議案】 次期役員選挙管理委員の任命の件　（拍手で承認）

【第 5 号議案】 議案議決効力発生の件　（拍手で承認）
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これからも共に！
　　　　　子ども達のみらいのために。
郡山市　

あいコープふくしま　

橋本拓子副理事長

　常総生協の皆様には、本当に心に寄り添っていただ

けるようなご支援、ずっとしていただきました。この

場をお借りしまして御礼申し上げます。本当に有難う

ございました。綿の共同栽培にもご支援を頂き、私た

ちも気持が前向きになりました。

　先月ホールボディカウンター（以下ＷＢＣ）を導入

しました。その中で色々なことがわかってきました。

ＷＢＣの数値から、少し前に何を食べたかがわかる。

また、子どもだけ測れば良いと思っていたのですが、

大人が測ること、これが子どもを守ることにつながる。

また継続して測ることが大事です。毎年 1 年に 1 回は

測り 5年、10 年と続けていきたいと思っています。

　私たちが大事にしているのは、ＷＢＣで計測した後

の交流会です。皆さんで集うことによって、色々な会

話が出て勇気づけられます。たとえば、私は家庭菜園

をあきらめたという方がいらっしゃいましたが、そん

な時に「ゼオライトを入れて再開しました。その野菜

を試験室で測ってみたら不検出だったので食べていま

す」。こんな話が飛び交い、暗くなっていた方も明

るくなったりしています。この取り組みもずっと続け

ていきたいと思います。

　それともうひとつ、皆様のお手元にもお配りさせて

いただきましたが、「この子の未来のために」という

ことで、自分たちで「あいコープふくしま健康手帳」

を作成しました。自分たちの子どもたちが、将来「福

島にあの時いたんだよね」ということで差別など受け

ることになるかもしれない。そんな時に、私たちはこ

うして対策をしてきました、子どもたちをまもる活動

をしてきました、そして心配なのは、放射能だけじゃ

ない。今まで生協生活をしていることが大事。こんな

ことを、この健康手帳の中に織り込んできました。私

たちとしては、これをずっと続けていきたいと考えて

います。

　そしてもうひとつですが、もし常総生協の組合員の

方で希望する方がいらっしゃいましたら、ぜひ私ども

のＷＢＣ活用していただきたいと思います。組合員の

皆様、そしてご家族の皆様は無料で測定させていただ

きたいと思います。そしてそのあと皆様で交流したい

と思います。本日はありがとうございます。

【全国から駆けつけて頂いた来賓のみなさんからのメッセージ】 （その①）

いのちを大切にする社会づくりをこれからも一緒に！

　　　　　次回以降もご来賓の皆さまのメッセージを紹介します。

茨城のお母さん！
　　手を携えて一緒にがんばりましょう！

関東こども健康調査基金

共同呼びかけ人　

谷田部裕子

　今日はこの席に同席させて頂けてとても嬉しく思っ

ております。というのはずっと常総生協の皆さんにぜ

ひきちんと御礼を申し上げたい、そう思って参りまし

た。私は茨城県那珂市に住んでおります。東海原発か

ら 7キロです。JCO の事故現場からも近く、屋内退避

をした当初は子どもたちに何を飲ませていいかわから

ない、何を食べさせていいかわからない、電気もお金

も食べられないんだな、ということを身に染みて感じ

ました。今、茨城の子育て中のお母さんたちの不安、

思い。本当によくわかります。手を携えて一緒に頑張っ

て行きたいと思います。

　これから子どもたちの健康を見守っていく、そのこ

とはいろんなことの中で、重要なひとつだと思います。

お手元の資料にほやほやの昨日出来上った呼びかけ文

が入っておりますのでご覧ください。

私のふるさとは福島です。豊かな自然と美味しい食べ

物がたくさん採れるふるさと。茨城も同じだと思いま

す。「食はいのち」という議案書の中に、福島の生産

者と困難を共に過ごそうという言葉を見て、本当に嬉

しく思いました。食べる事は生きることの基本。健や

かな命を育むには、原発はいらない。人の生活を削る

ような電気は使いたくない。子どもたちを守りたい。

これからもよろしくおねがいします。
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■組合員の皆さんにお願いです

・しっかり温度管理してお届け致しますので、ぜひ

夏も安心して冷凍、冷蔵品をご注文ください。

・届いている商品は、なるべく早目に取り込んで下

さい。

・品温上の不備がありましたら遠慮なく生協にご連

絡ください。

・常総生協の食材は、保存性や見た目を良くする為

の添加物は使いませんので、なるべく早めにお召し

上がりください。

・発泡スチロール容器やコンテナは、大切に使って

長持ちさせたいので、なるべく雨風の当たらないと

ころに保管してください。

【品質 ・品温管理強化月間推進中】

お留守でも、 しっかり温度管理して
お届け致します。 安心して、冷蔵・冷凍品をご注文ください。

■品温には万全を期して荷置きしています。

　常総生協では毎年 6月からの夏季、品質・品温強

化月間を実施しています。

　現在、常総生協の組合員の約 6割は留守班ですが、

帰って来た時に品温がしっかり保てている様に荷置

きしています。「コールドチェーン」（途切れること

なく低温に保つこと）を途絶えさせないように日々

取り組んでいます。

■業務上取り組んでいること

　留守の場合、事前に教えて頂いている帰宅時間に

合わせてドライアイスを増量したり、新しい保冷剤

に取り替えます。

　冷凍のアイスキャンディー、たらこなどの魚卵関

係は特に溶けやすいので気をつけます。

　注文した冷凍商品が少量の場合、お互いにくっつ

いて冷やし合う力が弱まりますので、荷置き時に箱

内のドライアイスを増量したり、紙で「内ぶた」を

して箱内容積が少しでも小さくなる様に工夫します。

■生産者にお願いしていること

　出荷時は正常でも、輸送中の温度、取り扱い方で

劣化する場合があるので、運送屋さんには商品取り

扱い方法の注意を呼びかけてもらいます。

　農作物の場合、畑のコンディションが悪く、傷み

が発生する可能性がある場合は生協に報告してもら

います。

【（お留守班） 品質 ・ 品温モニターさん　応募用紙】　　　※応募〆切りは、 7 月 6 日 （土） までです。

・ コース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ お名前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 班名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

夏の 「品温モニターさん」 募集

・お留守班の組合員さんを対象に、夏の間の品温チェッ

クをお手伝い頂く「品温モニターさん」を募集します。

・生産者が丹精込めて作り上げた命ある食べものをより

良い状態でお届けしたいのでぜひご協力ください。

■期間：7月上旬から 8月末までの 8週間

■内容：商品お届けと同時に毎回届く「アンケート用紙」

　　　に、届いた時の状態を記入し、次週の注文用紙と

　　　一緒にご提出ください（選択式で簡単な内容です）。

■締め切り：7/6 金（7/2 回の注文用紙と一緒にご提出ください）

■セットからお届けまでの温度をデジタル温度計で計測

し、 ベストの状態で届けられるように調査しています。

常総生協では、 常温、 農産、 冷蔵、 冷凍の 4 つ

の温度帯に分類して供給しています。

無線のデジタル温度

計（左）。 箱内にセッ

トし、 調査終了後、

専用アプリケーショ

ンで確認します （右

グラフ）。


